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新型コロナウイルス感染症発生に伴う影響　電話調査の結果

全国の新型コロナウイルス関連倒産の発生時期分布

新型コロナウイルス感染症発生に伴う影響調査のご報告グラフ①

グラフ②

　衆議院議員⻩川⽥仁志事務所では、 新型コロナウイルス感染症
発⽣に伴う影響を調査するため、4⽉に地域の皆様 1,776 名に対
し、 電話によるアンケート調査を⾏いました。 ご協⼒いただいた皆様
には、 ⼼より感謝申し上げます。 皆様からの回答をグラフ①にまと
めました。 電話がつながり回答いただいた⽅約 1,400 名のうち、半
数近くの 659 ⼈の⽅々が、既に新型コロナウイルス感染症に伴う何
らかの影響を受けていると回答されました。
特に多かった相談や意⾒は、経営者からの事業経営に関するもの、

マスク等物資不⾜に関するもの、⽣活全般に関するもので、マスク
等物資不⾜や⽣活全般に ついては、職業や年齢、 性別を問わず、
幅広い⽅から相談等がありました。
また、⼦育て世代の⽅々から、学校休校に伴う教育のあり⽅（⾃宅
学習のあり⽅等）や学校の対応（学校⾏事等）について多くの相談
等がありました。
最も相談や意⾒が多かった事業経営は、 特に、 建設⼟⽊業、

飲⾷店、 理美容業、不動産業の皆様からの相談が多く、休業に
伴う従業員の休業⼿当、資⾦繰りの相談が⼤変多かったです。
　電話調査には 3 週間を要したことから、 現時点で新型コロナウイル
ス感染症発⽣に伴う何らかの影響を受けている⽅は、 更に増えてい
ることは間違いありません。 現在も電話調査は継続中です。
株式会社帝国データバンクによると、 全国における 5 ⽉ 11⽇までの
新型コロナウイルス関連倒産の発⽣数はグラフ②のとおり、 凄い勢い
で増えています。 今後は特定の業種に限らず、 幅広い業種に影響
が出ると予想されます。
　更に経済⽀援策を追加するため、 1 ⽇も早く、 令和 2 年度第 2
次補正予算を組むよう、 また新たな経済⽀援策は、 地域や現場の
声を反映された制度や⽅式にするよう強く訴えて参ります。
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（株 ) 帝国データバンク調査、事業停止後に法的整理に移行した場合は法的整理日でカウント

 皆様からのご意⾒ ・ ご感想をメールにてお寄せくださいませ。
 今後の⻩川⽥仁志の活動の参考にさせて頂きます。

 メールアドレス︓  toiawase@kikawadahitoshi.jp
●衆議院議員⻩川⽥仁志の⽇々の活動報告は
 公式 Facebook をご覧ください。 facebook.com/kikawada.hitoshi
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新型コロナウイルス感染症発生に伴う支援策等特別号外

　⾃由⺠主党衆議院議員の⻩川⽥仁志です。 地域の皆様には、 新型コロナウイルス感染症に伴う緊急事態宣⾔の下、 活動の⾃粛にご協⼒いただきまして、 本当にあり
がとうございます。 加えて、 感染症対策の最前線で闘う医療や介護の関係の皆様、 ⽣活ゴミの収集や⾷料品販売、 保育、 物流関係、 公共交通機関、 電気やガス、
⽔道等、 私たちの⽣活インフラを⽀えていただいている皆様には、 ⼼より敬意と感謝を申し上げます。
　私も皆様同様、 コロナ禍前の暮らしとは⼀変し、 毎⽇の⽇課であった朝の駅前あいさつ活動も⾃粛中です。 地域の皆様と直接顔を合わせ、 ⾊々とご意⾒を伺うことも難
しいことから、 お電話やインターネットを使って、 お話しさせていただいております。 皆様におかれましては、 様々なご⼼労をお掛けしていること、 ⼤変⼼苦しい限りですが、 今
しばらく、 活動の⾃粛にご協⼒いただきますよう、 ⼼よりお願い申し上げます。
　さて、 緊急事態宣⾔下ではありますが、 国会は、 皆様の⽣活に係る重要なことを決めるため、 継続して開会中です。 委員会や本会議では、 各議員が当番制で会場に
⼊り、 それ以外の議員は各⾃議員会館の執務室でモニターを⾒て会議に参加しています。 採決のときだけは全員集まりますが、 短時間で終えるよう⼼掛けています。
　4 ⽉ 30 ⽇に令和 2 年度補正予算が成⽴し、 新型コロナウイルス感染症対策が⼤きく動き出しました。 いわゆる 10 万円給付⾦や、中⼩企業や個⼈事業主を対象とし
た持続化給付⾦の⽀給⼿続きが始まっています。 今号の裏⾯に、 現時点における経済⽀援策の⼀覧表を掲載させていただきました。 紙⾯の都合上、 少々字が⼩さ
く恐縮ですが、 ⾃分がどれに当てはまるか、 是⾮ともお⽬通しいただけますと助かります。 ⽀援策が多すぎてわかりにくいとの声もいただいておりますが、せっかくある⽀援策ですの
で、 積極的にご活⽤いただけますと幸いです。
　ただ、 地域の皆様の声を聞いていますと、 コロナ対策はまだまだ必要だと痛感しています。 最前線の医療や介護の現場への⽀援、 地域経済を⽀える中⼩ ・ ⼩規模事業者
や個⼈事業主等への⽀援、 国⺠の皆様の⽣活に直結してコロナ対策に努めていただいている埼⽟県や草加市、 越⾕市等地⽅公共団体への⽀援、 増加傾向にある⽣活
困窮者に対する⽀援、 2 割以上が退学を考えているという⼤学⽣等への⽀援、 休校下での教育のあり⽅等、 取り組まなければならない課題が⼭積しています。
　これらの課題に対処するため、 ⾃由⺠主党では、 岸⽥政調会⻑を中⼼に、 速やかな令和 2 年度第 2 次補正予算の編成に向け、 活発な議論が始まっています。 国会
でも、 第 2 次補正予算の審議に向けた動きが始まりました。 私は、 ⾃由⺠主党の若⼿議員中⼼の議員連盟 「⽇本の未来を考える勉強会」 の⼀員として、 政府や党幹
部に対し、100 兆円規模のコロナ対策予算の⼤枠確保を訴えています。 100 兆円の根拠は、 コロナ禍で⽇本が失うと予測されるＧＤＰの喪失額です。 これを補うために、
特に、 事業の損失補てんや固定費等に⾃由に充てられる持続化給付⾦の⼤幅拡充と、 地⽅公共団
体に対する臨時交付⾦や感染症緊急包括⽀援交付⾦の⼤型追加交付を求めています。 また、⽀援
策の⼿続きのワンストップ化、 提出書類の簡素化も強く訴えています。
　既に党幹部にも提⾔や決議を提出し、 党内先輩議員からもご賛同やご⽀援をいただいております。
　⽇本経済の再起のためには、 まずは、 国⺠⽣活を全⼒で守ること、 政治がその姿勢を国⺠の皆様
にしっかりお⽰しすることが重要です。 政権与党、 責任政党の⾃由⺠主党の⼀員として、 全⾝全霊
で努めて参ります。 引き続きのご指導、 ご鞭撻の 程、 よろしくお願い申し上げます。

令和 2年 5月発行【討議資料】

衆議院議員 きかわだひとし活動報告【埼玉 3 区（草加市・越谷市）】

きかわだステーションきかわだステーション
国民の生活を守り、日本経済の再起を果たすため、1 日も早く第 2 次補正予算を！

新型コロナウイルスの感染拡大に伴う外出自粛、
休業等で、DVが増加、深刻化しています。




	A4_4P二つ折り_外面
	A4_4P二つ折り_中面

